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新
し
い
日
本
銀
行
券
の

発
行
を
開
始
し
ま
し
た

▼
日
本
銀
行
は
二
〇
二
四
年
七
月
三

日
、
新
し
い
日
本
銀
行
券
の
発
行
を

開
始
し
ま
し
た
。

▼
同
日
の
午
前
八
時
前
、
日
本
銀
行

本
店
で
植
田
和
男
総
裁
が
挨
拶
を
行

い
、
そ
の
後
、
総
裁
、
氷
見
野
良
三

副
総
裁
お
よ
び
高
口
博
英
理
事
の
立

ち
会
い
の
も
と
、
金
沢
敏
郎
発
券
局

長
が
職
員
に
新
し
い
日
本
銀
行
券
の

発
行
開
始
を
指
示
し
、
金
融
機
関
へ

の
引
渡
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
模
様
は
報
道
関
係
者
に
も
公
開

し
ま
し
た
。

▼
本
店
の
ほ
か
、
全
国
の
支
店
で
も

金
融
機
関
へ
の
引
渡
し
を
行
い
、
七

月
三
日
だ
け
で
一
兆
六
〇
〇
〇
億
円

（
二
・
八
億
枚
）
の
新
し
い
日
本
銀
行

券
を
世
の
中
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

▼
新
し
い
日
本
銀
行
券
に
関
す
る

情
報
は
、
日
本
銀
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
銀
行
券
も
引

き
続
き
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

挨拶を行う植田和男総裁

金融機関への引渡しの様子

発行開始時の記念撮影（右から植田和男総裁、氷見野良三副
総裁、高口博英理事、金沢敏郎発券局長）

新しい日本銀行券の発行開始を指示する金沢敏郎発券局長

【一万円券】 【千円券】【五千円券】

（表）

（裏）
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中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に　

関
す
る
連
絡
協
議
会

（
第
七
回
）
の
開
催
に
つ
い
て

▼
日
本
銀
行
は
、
五
月
二
十
九
日
に

「
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に
関
す

る
連
絡
協
議
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル

通
貨
に
関
す
る
日
本
銀
行
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
や
政
府

と
の
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

今
後
の
進
め
方
を
協
議
す
る
も
の
で

す
。

▼
七
回
目
と
な
る
今
回
の
協
議
会
で

は
、「
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
」
の
中
で

構
築
を
進
め
て
い
る
実
験
用
シ
ス
テ

ム
の
構
成
や
基
本
機
能
、
机
上
検
討

に
お
け
る
機
能
面
・
非
機
能
面
の
検

討
テ
ー
マ
、「
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
で
の
各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

に
お
け
る
議
論
の
内
容
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ

を
巡
る
海
外
各
国
の
動
向
等
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
い
、
参
加
者
の
方
々

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

▼
連
絡
協
議
会
の
説

明
資
料
や
議
事
要
旨

は
、
日
本
銀
行
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
活
意
識
に
関
す
る 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を 

実
施
し
て
い
ま
す

▼
日
本
銀
行
で
は
、
政
策
・
業
務
運

営
の
参
考
と
す
る
た
め
、
本
支
店

や
事
務
所
を
通
じ
た
広
報
活
動
の

中
で
、
国
民
各
層
の
意
見
や
要
望

を
幅
広
く
伺
う
よ
う
努
め
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
一
九
九
三
年
以

降
、
全
国
の
満
二
〇
歳
以
上
の
個
人

四
〇
〇
〇
人
を
対
象
に
「
生
活
意
識

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

▼
こ
の
調
査
は
、「
全
国
企
業
短
期

経
済
観
測
調
査
（
短
観
）」
の
よ
う

な
統
計
調
査
と
は
異
な
り
、
生
活
者

の
意
識
や
行
動
を
大
ま
か
に
把
握
す

る
一
種
の
世
論
調
査
で
す
。

▼
ア
ン
ケ
ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
に
「
生

活
意
識
」
と
あ
る
よ
う
に
、
回
答
者

の
生
活
に
対
す
る
実
感
を
尋
ね
る
質

問
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、「
現
在
の
景
気
を
ど
う
感
じ
る

か
」「
一
年
前
と
比
べ
て
暮
ら
し
向

き
が
ど
う
変
わ
っ
た
と
思
う
か
」「
一

年
後
の
物
価
は
ど
う
な
る
と
思
う

か
」、
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
日
本
銀
行
の
こ
と

を
ど
の
程
度
知
っ
て
い
る
か
、ま
た
、

ど
う
思
っ
て
い
る
か
な
ど
、
日
本
銀

行
の
業
務
に
関
連
す
る
ト
ピ
ッ
ク
に

つ
い
て
も
質
問
し
て
い
ま
す
。

▼
調
査
は
日
本
銀
行
か
ら
委
託
を
受

け
た
調
査
機
関
が
実
施
し
ま
す
。
回

答
内
容
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し

て
お
り
、
回
答
者
の
名
前
や
回
答
内

容
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
回

答
者
の
個
人
情
報
が
他
の
目
的
に
使

わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
一
度
に
多
く
の
方
か
ら
、
生
活
に

関
す
る
意
識
や
ご
意
見
を
伺
う
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
日
本
銀
行
の
広
報

お
よ
び
広
聴
活
動
に
と
っ
て
も
、
非

常
に
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。

▼
調
査
は
年
四
回
（ 

三
、六
、九
、

十
二
月
） 

実
施
し
て
お
り
、
結
果
は

日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

金
融
研
究
所
か
ら
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
掲
載
資
料
の
ご
紹
介

～
歴
史
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ

▼
金
融
研
究
所
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
日

本
銀
行
に
関
連
す
る
歴
史
的
資
料

を
保
存
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
約

一
一
万
点
の
資
料
が
誰
で
も
利
用

（
閲
覧
・
写
し
の
交
付
）で
き
る
ほ
か
、

利
用
頻
度
が
高
い
資
料
に
つ
い
て

は
、
当
ア
ー
カ
イ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に
て
資

料
の
画
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
「
文
書
」「
写
真
」「
図
面
」「
統
計
」

「
ト
ピ
ッ
ク
」「
い
ろ
い
ろ
」
と
い
っ

た
六
つ
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
資
料

の
画
像
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
中
か
ら
お
す
す
め
の
資
料
を
三
点

ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
ま
ず
は
、①
「
営
業
免
状
」
で
す
。

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
六
月
に

日
本
銀
行
条
例
が
公
布
さ
れ
、
同
年

十
月
十
日
に
日
本
銀
行
は
開
業
し
ま

し
た
。
営
業
免
状
に
は
、
開
業
前
日

の
日
付
（
十
月
九
日
）
で
、
当
時
の

大
蔵
卿
・
松
方
正
義
の
署
名
と
印
影

が
見
ら
れ
ま
す
。
縦
約
三
八
セ
ン
チ
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メ
ー
ト
ル
、
横
約
四
四
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
で
、賞
状
程
度
の
大
き
さ
で
す
。

今
年
は
松
方
の
没
後
一
〇
〇
年
に
当

た
り
、
出
身
地
で
あ
る
鹿
児
島
県
の

博
物
館
で
開
催
さ
れ
る
企
画
展
に
原

本
を
貸
し
出
す
予
定
で
す
。

▼
次
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
最
も
利

用
回
数
が
多
い
、
②
「
金
禄
公
債
証

書
」
で
す
。
明
治
政
府
は
華
族
・
士

族
な
ど
に
は
家
禄
を
、
維
新
の
功
労

者
に
は
賞
典
禄
を
支
給
し
て
い
ま
し

た
が
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に

数
年
か
ら
十
数
年
分
の
家
禄
・
賞
典

禄
の
価
額
分
の
公
債
証
書
を
交
付

し
、
家
禄
・
賞
典
禄
の
支
給
を
廃
止

し
ま
し
た
（
秩
禄
処
分
）。
こ
の
「
金

禄
公
債
証
書
」
は
、
そ
の
際
に
交
付

さ
れ
た
も
の
で
す
。
秩
禄
処
分
は
重

要
な
政
策
だ
っ
た
た
め
、
歴
史
の
教

科
書
で
は
必
ず
取
り
上
げ
ら
れ
る
出

来
事
で
す
。
そ
の
た
め
、「
金
禄
公

債
証
書
」
の
画
像
は
、
教
科
書
や
歴

史
の
資
料
集
な
ど
を
編
集
し
て
い
る

出
版
社
・
学
習
塾
・
予
備
校
か
ら
利

用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。  

▼
最
後
に
、
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
、
マ

ス
コ
ミ
か
ら
多
く
利
用
希
望
が
寄
せ

ら
れ
る
、
③
「
日
本
銀
行
旧
本
店
の

写
真
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

旧
本
店
は
明
治
十
五
年
（
一
八
八

二
）
に
日
本
銀
行
が
開
業
し
た
時
の

建
物
で
、
隅
田
川
下
流
の
旧
永
代

橋
（
現
在
の
日
本
橋
箱
崎
町
）
の
た

も
と
に
あ
り
ま
し
た
。
大
蔵
省
が
所

有
し
て
い
た
旧
北
海
道
開
拓
使
物
産

売う
り
さ
ば
き
じ
ょ

捌
所
を
借
用
し
た
も
の
で
、
明
治

二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
日
本
銀

行
本
店
が
現
在
の
場
所
に
移
転
す
る

ま
で
、
こ
の
建
物
で
営
業
し
て
い
ま

し
た
。

　

旧
本
店
の
設
計
者
は
、
後
に
日
本

銀
行
本
館
を
設
計
す
る
辰
野
金
吾
を

育
成
す
る
な
ど
、
日
本
の
近
代
建
築

発
展
の
基
礎
を
築
い
た
イ
ギ
リ
ス
人

建
築
家
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
で

す
。
写
真
に
は
人
物
や
人
力
車
も

写
っ
て
お
り
、
当
時
の
街
の
様
子
が

う
か
が
え
ま
す
。

▼
ア
ー
カ
イ
ブ
が
所
蔵
す
る
歴
史
的

資
料
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
ま
だ
ま
だ

多
く
の
資
料
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

営業免状

金禄公債証書

旧永代橋たもとにあった日本銀行旧本店（旧北海道
開拓使物産売捌所）
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情
報
サ
ー
ビ
ス
局
に
パ
ブ
リ
ッ
ク 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
を
新
設

▼
七
月
に
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
の
組
織

を
再
編
し
、
一
般
広
報
の
運
営
等
を

担
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
課
を
新
設
し
ま
し
た
。

▼
イ
ベ
ン
ト
や
本
店
見
学
、
広
報
誌

等
を
所
掌
す
る
広
報
・
見
学
グ
ル
ー

プ
と
照
会
や
情
報
公
開
等
を
所
掌
す

る
広
聴
グ
ル
ー
プ
の
仕
事
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

１
．
広
報
・
見
学
グ
ル
ー
プ　

─
イ
ベ
ン
ト
や
本
店
見
学
、　

広
報
誌
等
を
所
掌

①
「
日
銀
夏
休
み
親
子
見
学
会
」

の
開
催

▼
「
日
銀
っ
て
何
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
？
」「
日
銀
っ
て
ど
ん
な
と
こ

ろ
？
」、
そ
の
よ
う
な
お
子
さ
ま
の

好
奇
心
に
応
え
る
た
め
、
お
子
さ
ま

に
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
く
イ
ベ
ン

ト
「
親
子
見
学
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

▼
本
店
で
は
、
八
月
二
十
日
～

二
十
三
日
に
、
小
学
四
年
生
～
中
学

生
お
よ
び
そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象

と
し
た
「
日
銀
夏
休
み
親
子
見
学
会

二
〇
二
四
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
見
学
会
で
は
、
本
館
見
学
や
お
札

に
関
す
る
体
験
学
習
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
新
し
い
お
札
の
偽

造
防
止
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

て
、
興
味
深
く
、
面
白
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
次
回
の
開
催
は
、
春
休
み
期
間
中

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
過
去
の
親
子
見
学
会
の
模
様
を

収
録
し
た
動
画
は
、

日
本
銀
行
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

②
「
第
二
〇
回
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」

の
開
催

▼
日
本
銀
行
で
は
、
学
生
の
皆
さ
ん

が
金
融
・
経
済
に
関
心
を
持
ち
、
わ

が
国
の
金
融
・
経
済
の
現
状
と
将
来

に
つ
い
て
、
自
分
た
ち
の
問
題
と
し

て
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
の
思
い
か
ら
、
二
〇
〇
五
年
度

よ
り
小
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
日
銀
グ
ラ
ン
プ

主催 日本銀行

～キャンパスからの提言～
グ
ラ
ン
プ
リ

グ
ラ
ン
プ
リ

～キャンパスからの提言～言～
グググググ
ララララ

日銀日銀日日日第20回

学生のための小論文・プレゼンテーションコンテスト

応募資格 現在、大学（短大等を含む）に在籍の方（大学院生は除く）。
　　　　 ２～4名１組のグループでご応募ください。
授賞内容  最優秀賞／１チーム（副賞　図書カード 15万円）
　 　 優 秀 賞／２チーム（副賞　図書カード ３万円）
　 　 特 別 賞／１チーム（副賞　図書カード ３万円）
※応募の詳細は裏面の募集要項および日銀グランプリWebページをご覧ください。

日銀グランプリは、日本銀行が毎年開催している、学生の皆さんを対象とした
金融・経済分野の小論文・プレゼンテーションのコンテストです。
多くの皆さんのご応募をお待ちしています！

課題 わが国の金融・経済への提言

締切９月30日必着

第20回回

日銀グランプリ
Webページ

日銀グランプリ
紹介動画

日本銀行Ｘ（旧Twitter)
公式アカウント

お札の数え方を学ぶ

地下金庫の見学1億円の重さ体験
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リ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
第
二
〇
回
目
の
開
催
と
な
る
今
年

度
の
テ
ー
マ
は
「
わ
が
国
の
金
融
・

経
済
へ
の
提
言
」
で
す
。

▼
書
類
審
査
に
よ
る
予
選
（
応
募
締

切
：
九
月
三
十
日
）
に
よ
り
決
勝
進

出
チ
ー
ム
を
選
出
の
う
え
、
日
本
銀

行
本
店
で
の
決
勝
（
十
一
月
下
旬
開

催
予
定
）に
お
い
て
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
お
よ
び
審
査
員
と
の
質
疑
応

答
を
行
い
、
各
賞
を
決
定
し
ま
す
。

▼
今
年
度
の
実
施
情
報
や
、
前
回
決

勝
参
加
チ
ー
ム
の
作
品
全
文
と
審
査

員
講
評
、
決
勝
大
会
の
模
様
を
収

録
し
た
動
画
は
、

日
本
銀
行
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

③
一
般
見
学
の
開
催 

─
新
た
な
発
見
を
見
学
ツ
ア
ー
で

▼
日
本
銀
行
を
少
し
で
も
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
見
学
案
内

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
見
学
で
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
本
館（
地
下
金
庫
、

旧
営
業
場
、展
示
室
〈
建
物
や
歴
史
、

日
本
銀
行
の
機
能
や
役
割
の
解
説
〉

等
）
を
、
ガ
イ
ド
に
よ
る
解
説
付
き

で
ご
案
内
し
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の

見
学
コ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
「
日
本
銀
行
本
店
本
館
」
は
、
明

治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
の
着
工

か
ら
、
五
年
半
の
歳
月
を
経
て
明
治

二
十
九
年（
一
八
九
六
）に
竣
工
し
た
、

日
本
人
建
築
家
（
辰
野
金
吾
）
に
よ

る
最
初
の
国
家
的
近
代
建
築
で
す
。

▼
本
店
見
学
は
、
ま
ず
、
本
館
の
中

庭
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

一
階
中
庭
を
巡
る
回
廊
の
柱
お
よ

び
二
～
三
階
を
貫
く
柱
は
、
い
ず
れ

も
岡
山
県
産
の
北き
た

木ぎ

石
で
、
つ
な
ぎ

目
の
な
い
一
本
石
で
す
。
左
右
対
称

に
配
置
さ
れ
た
柱
や
、
歴
史
を
感
じ

る
外
壁
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、中
庭
に
は「
馬
の
水
飲
み
場
」

日本銀行本店本館

本館中庭

馬の水飲み場
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も
あ
り
、
明
治
時
代
の
馬
車
文
化
の

名
残
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
建
物
の
中
に
入
館
し
た
後
は
、
日

本
銀
行
の
機
能
や
役
割
を
紹
介
し
た

ビ
デ
オ
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

次
に
、
当
時
、
役
員
フ
ロ
ア
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
た
二
階
に
移
動

し
、
歴
代
総
裁
の
肖
像
画
や
肖
像
写

真
の
ほ
か
、
展
示
室
で
は
日
本
銀
行

の
歴
史
や
建
物
に
つ
い
て
の
資
料
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

特
に
、
本
館
を
象
徴
す
る
ド
ー
ム

屋
根
の
真
下
の
部
屋
（
八
角
室
）
は
、

吹
き
抜
け
の
空
間
で
、
調
度
品
な
ど

の
展
示
も
含
め
、
日
本
銀
行
の
歴
史

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
次
に
、地
下
一
階
に
移
動
し
ま
す
。

　

最
初
に
本
館
の
地
下
構
造
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
い
よ
い
よ
地
下
金
庫
に

入
っ
て
行
き
ま
す
。

　

ま
ず
眼
前
に
現
れ
る
ア
メ
リ
カ
製

の
扉
は
、
本
館
の
増
築
時
に
取
り
付

地下金庫の扉

1億円の重さ体験

回廊と金庫扉

1000億円分の模擬券

け
ら
れ
た
も
の
で
、
扉
と
枠
部
分
を

合
わ
せ
て
二
五
ト
ン
の
重
さ
が
あ
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
奥
に
進
む
と
、
左
右
に
大

き
な
回
廊
が
見
え
て
き
ま
す
。
白
色

の
レ
ン
ガ
に
囲
ま
れ
た
こ
の
回
廊
で

は
、
か
つ
て
現
金
等
の
運
搬
に
使
用

さ
れ
て
い
た
ト
ロ
ッ
コ
レ
ー
ル
の
跡

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

そ
の
先
に
、
創
建
当
初
の
姿
を
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
エ
リ
ア

で
、
入
り
口
の
イ
ギ
リ
ス
製
の
金

庫
扉
が
歴
史
の
重
さ
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。

▼
金
庫
内
で
は
、
現
金
の
保
管
状

況
を
再
現
し
た
展
示
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

パ
レ
ッ
ト
に
積
み
上
げ
た
一
〇
〇
〇

億
円
分
の
模
擬
券
を
設
置
し
て
お

り
、
こ
ち
ら
は
大
人
気
の
撮
影
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
時
代
の
レ
ン
ガ
な
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顔出しパネル

1階旧営業場

1階旧営業場の装飾

ど
を
バ
ッ
ク
に
、「
一
億
円
（
模
擬

券
）」
や
「
金き
ん
か
い塊

（
レ
プ
リ
カ
）」「
顔

出
し
パ
ネ
ル
」
を
持
ち
な
が
ら
の
撮

影
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ

シ
ュ
モ
ー
ド
で
撮
影
す
る
と
背
景
が

大
き
く
変
わ
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
パ
ネ

ル
、
お
札
の
ス
タ
ン
プ
な
ど
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。
見
学
の
記
念
に
、

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
最
後
は
、
明
治
か
ら
昭
和
の
半
ば

頃
ま
で
実
際
に
窓
口
業
務
を
行
っ
て

い
た
、
一
階
の
旧
営
業
場
で
す
。

　

二
階
ま
で
吹
き
抜
け
た
広
々
と
し

た
空
間
や
、
壁
等
に
施
さ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
装
飾
は
、
見
る
者
を
圧
倒
す

る
迫
力
で
、
明
治
期
の
姿
を
今
で
も

残
し
て
い
ま
す
。

▼
本
店
見
学
は
、
要
予
約
制
で
、

九
〇
日
前
か
ら
予
約
を
受
け
付
け
て

い
ま
す（
料
金
は
無
料
）。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
予
約
サ
イ
ト
か
ら
二
四
時

間
、
い
つ
で
も
予
約
を
取
る
こ
と
が

で
き
、
小
学
五
年

生
か
ら
、
ど
な
た

で
も
見
学
が
可
能

で
す
。

フラッシュパネル

何が写るかは撮影してからのお楽しみ
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■ 秋号を発刊し、ようやく秋を迎える準備ができた気がします。今
年の夏は酷暑でしたが、読者の皆さまは体調を崩されていないでしょ
うか。
■「対談」では、治療に東洋医学を取り入れている医学博士・津田篤
太郎先生に、易経に関する著作もある氷見野副総裁がお話を伺い、西
洋医学と東洋医学のアプローチの違いやその相互補完性について分か
りやすくお話しいただきました。その世界観の違いは、全く違う分野
である金融規制・監督や経済政策を考える際にも当てはめ得るという
のは、とても興味深い視点だと思います。
■「インタビュー」には、パティシエという言葉を世に広めた辻󠄀口博
啓さんにご登場いただきました。多くの苦難に直面しながらも、小学
生からの思いを貫き、人より努力することはもちろん、目標から逆算
する形で戦略的に物事に取り組むことによって、現在の地位を築かれ
ました。そこで満足せず、常に進化し続ける姿勢が、辻󠄀口さんを辻󠄀口
さんたらしめているのだと感じます。また、今年の１月に震災に見舞
われた故郷能登の復興にかける思いも伺っています。食や伝統文化、
アートなど豊富な資源を持つ能登が早く復興し、「地域の底力」で取
り上げる日が来ることを心待ちにしています。 （小牧）

［アンケート募集中］
「にちぎん」に関するご意見・ご感想は、アンケートよ
りお寄せください。日本銀行のホームページからイン
ターネットでもアンケートにご回答いただけます。

　

新
た
な
発
見
を
見
学
ツ
ア
ー
で
。

皆
さ
ま
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

２
．
広
聴
グ
ル
ー
プ　
　
　
　

─
照
会
や
情
報
公
開
等
を
所
掌

▼
広
聴
グ
ル
ー
プ
で
は
、
電
話
や

メ
ー
ル
等
に
よ
り
一
般
の
方
々
な
ど

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
、
日
本
銀
行
に
対

す
る
意
見
・
要
望
や
各
種
照
会
の
窓

口
機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
。

▼
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
要
望

は
、
行
内
で
組
織
的
に
共
有
を
図
る

ほ
か
、
照
会
に
対
し
て
は
、
各
所
属

の
広
報
担
当
者
と
連
携
し
つ
つ
、
回

答
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
こ
の
ほ
か
、
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
窓
口
と
し
て
の
役
割
も
担
っ

て
い
ま
す
。


